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トンボの生息環境を守るためのため池のあり方

はじめに
水田生態系は代替湿地として、水生生物の重要

な生息地となっています。その中で、ため池には
多くの水生生物が生息しており、たとえば水生植
物やトンボでは、わが国に生息する種の半数ほど
がため池に依存しています。ため池は、農業用水
供給のために江戸時代などに多く造られ、1950年
代には全国に約30万個ありました。しかし、農業
用水の供給方法の変化や都市化のために急激に数
が減り、また、環境も悪化しており、ため池に生
息する生物には絶滅の恐れのあるものが少なくあ
りません。ため池の生物を保全するためには、そ
の生息に適した環境を知る必要があります。そこ
でため池に多くいるトンボを対象として、ため池
の環境とトンボの種類との関係について研究を行
いました。調査地は茨城県筑波山南東麓の地域に
ある70か所あまりのため池であり（図１）、そこ
に生息するトンボの種類・個体数とため池の環境

（池内の環境およびGISで解析した周辺の土地利
用）について調査を行い、調査結果を多変量解析
という統計手法を使って解析しました。

トンボの種構成によるため池のグループ分け
調査地全体で、合計41種のトンボが確認されま

した。各池で見られるトンボの種類や種の数は、池
によって異なります。そこで、各池のトンボの種
類と個体数のデータを用いて、多変量解析手法の
一つであるクラスター分析によって、ため池のグ
ループ分けをしました。これは、トンボの種構成
が類似した池どうしを同じグループに分ける方法

です。その結果、６つのグループに分けられまし
た（表１）。さらに、指標種分析という統計手法を
使って、各グループの池でよく見られる種（指標種）
を選ぶことができ、グループ１、２、４を指標す
るトンボ数種が選ばれました（表１）。各グループ
の池で確認されたトンボの平均種数をみると、グ
ループ１、２、４で多く、３、５、６では少ない
ことが分かります。

図１　恋瀬川流域（赤線）の土地利用と調査地の位置

（黒の破線、＋はため池の位置）

土地利用図は環境省現存植生図により作成した。

表１　ため池のグループ分けとグループを指標するトンボ（指標種）

グループ グループ１ グループ２ グループ３ グループ４ グループ５ グループ６

平均種数 12.2 11.0 7.3 15.8 6.9 6.0

指標種

ノシメトンボ

コヤマトンボ

シオカラトンボ

コシアキトンボ

モノサシトンボ

オオシオカラトンボ

ヒガシカワトンボ

クロスジギンヤンマ

なし クロイトトンボ

オオイトトンボ

アオモンイトトンボ

アジアイトトンボ

コフキトンボ

ショウジョウトンボ

ウチワヤンマ

ギンヤンマ

オオヤマトンボ

なし なし
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ため池グループの特徴
各グループのため池がどのような特徴をもって

いるか調べるため、別の統計手法（NMDS法）を
用いて、池の序列化を行いました（図２）。序列化
というのは、環境要因を表す座標軸に沿って、特
徴が似た池が近くにくるように配置する方法です。
６つのグループは、それぞれ比較的まとまって配
置しています。これは、各グループが環境要因に
ついて個別の傾向をもつことを意味します。そこ
で、２つの座標軸と環境要因の相関を調べ、各グ
ループの配置に当てはめた結果、次のようなこと
が明らかになりました。グループ２の池の特徴は
樹林に囲まれ落葉などの水底堆積物が多いこと、
グループ４の特徴は周囲が畑や荒地など開けた環
境であり池面積が大きいことでした。これらの特
徴は、それぞれ指標種の生態的特性と合うもので
した。また、グループ１は座標軸の中心付近に位
置しており、これは特別の特徴をもっていないこ
とを示しています。グループ１を指標するトンボ

（表１）は、多くの池で普通に見られる種類であり、
特別の特徴がないという結果と矛盾していません。
グループ５、６は護岸された特徴をもち、生息す
る種の数が少なく指標種も選ばれなかった（表１）

ことから、トンボの生息に不適であることが示さ
れました。以上の結果から、グループ１、２、４
は生息する種の数が多く、トンボの生息にとって
好適だと言えます。特に２と４とは異なる環境の
特徴をもっていることから、多くの種類のトンボ
が生息できるようにするためには、異なるタイプ
の池の環境を維持することが重要であると考えら
れます。

おわりに
この研究によって、トンボの生息にとって重要

なため池の環境が明らかになりました。しかし、生
物（個体群）の存続にとって、個々の生息地の環
境だけでなく、生息地のネットワークも重要です。
ため池では、底ざらいのために落水したり、旱ば
つによって干上がるなど、水生生物が生息できな
い状態になることがあります。このような場合で
も、池の環境が回復したときに、他の池から生物が
移動できれば、再び回復した池で生息できるでしょ
う。このような池の配置の影響を解析する手法を、
現在開発中です。これらによって、水生生物の保
全にとって、どのような環境の池をどのように配
置すれば良いか提示したいと考えています。

図２　トンボの生息環境からみたため池のグループ

表１で指標種の選ばれたグループは円で囲んである。橙色の矢印と枠内の説明は、

環境の傾向を表わす。グループ２と４の典型的な池を写真で示している。
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